
 

  ２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 ２ ３ 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

首 都 圏 本 部 

 

原宿駅旧駅舎跡地開発の工事着手について 

 

〇原宿駅旧駅舎跡地開発について、５月末頃から本体工事に着手いたします。 

〇本開発は、原宿のまちの玄関口において、１００年近く地域のみなさまに愛されてきた旧駅舎の外観を再現 

しながら商業施設として整備するものです。 

〇Ｂｅｙｏｎｄ Ｓｔａｔｉｏｎｓ構想の一環として、「時とつながる」「まちとつながる」「文化とつながる」という３つの「つ 

ながる」をコンセプトとし、原宿エリア全体の賑わいに寄与することを目指してまいります。 

 

１．計画概要 

（ １ ）所 在 地  東京都渋谷区神宮前１－１８－２０ 

（ ２ ）地域・地区  商業地域、防火地域 

（ ３ ）敷地面積  約７６０㎡（再現駅舎含む） 

（ ４ ）延床面積  約１，１７０㎡ 

（ ５ ）構造・規模  ＲＣ造 地下１階・地上４階建（旧駅舎外観再現含む）、高さ約１６ｍ 

（ ６ ）用 途  商業施設  

（ ７ ）工 期  ２０２４年５月末頃から２０２６年１２月（予定） 

（ ８ ）設 計 者  （設計） 株式会社ＪＲ東日本建築設計 

   （デザイン監修） 株式会社平田晃久建築設計事務所 

（ ９ ）施工会社  東急建設株式会社（予定） 

  ( 10 )開 業  ２０２６年度冬（予定） 

 

２．開発コンセプト 

〇時とつながる 

旧駅舎の外観の再現により原宿駅の記憶を継承します。 

〇まちとつながる 

明治神宮の杜やまちの緑との調和を大切にします。 

〇文化とつながる 

多様な流行・文化の発信源である原宿にふさわしいまちのシンボルを目指します。 

 

３．旧駅舎建物の外観の再現について 

旧駅舎建物は、尖塔を載せたハーフティンバー様式風のデザインが街のシンボルとして親しまれてきました。 

本開発では、その特徴的な外観を可能な限り再現して建替えます。現行法令に適合する範囲で旧駅舎建物 

の外装材の一部を再使用し、安全で永く皆さまに親しんでいただける建物づくりを行います。 

 

【位置図】 
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【開発コンセプト】 



 

４．イメージパース 

 

 

【参考】「Ｂｅｙｏｎｄ Ｓｔａｔｉｏｎｓ構想」が目指す姿 

ヒトの生活における「豊かさ」を起点として、リアルの交流 

拠点である駅の強みを活かしながら駅空間の配置と機能を 

変革するとともに、ＪＲＥ ＰＯＩＮＴ生活圏の拡充を通じ、駅を 

「交通の拠点」から「暮らしのプラットフォーム」へと転換します。 

原宿駅においても、私たちだからこそ提供できる「心豊かな 

生活」を実現してまいります。 

 

 

 

※画像はイメージです。計画の進捗により変更となる場合がございます。 

 

【イメージパース】 


